
認定こども園

みどり丘幼稚園

【みんなでマラソン】
～かぜに負けない元気な子～

【冬のふくろうの森】
～自然を感じよう～

落ち葉を集めて遊んでみたり、
冬の自然遊びを満喫しています。
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ほっこり

「 」を感じて遊ぼう‼

『やってみたい』という好奇心や探究心を高めて自分で遊びを見つけてみよう♪

職場体験中の中学生が
ペースメーカー！

一緒にマラソンで身体を鍛えよう‼

落ち葉のじゅうたんの上を
滑るのは楽しいね！

園庭から見る夕映え



【作り方】

① オーブンを180℃で予熱する。型にクッキングシートを敷く。

② 薄力粉・ベーキングパウダーは合わせて粉ふるいでふるう。

③ ベーコン・ミニトマト・赤パプリカ・黄パプリカ・ブロッコリーを一口大に切る。

④ ボウルにAを入れ、よく混ぜ合わせる。

⑤ ③と④を混ぜ合わせ、型に流し入れる。

⑥ オーブンで30分焼いて、できあがり！

葉牡丹、南天、松、竹、梅を飾って門松の完成！
がんばった甲斐あってキレイにできたね。

【材料】 パウンドケーキ型１台分

・薄力粉 130g

・ベーキングパウダー 5g

・塩 1g

・牛乳 120ml

・オリーブオイル 大さじ1

・卵 2個

・ベーコン 20g

・ミニトマト 4個

・赤パプリカ・黄パプリカ 20g

・ブロッコリー 20g

Ａ

「ケークサレ」とは?? フランス生まれの甘くないおかずケーキのこと。
野菜がたっぷりとれて、朝食やおやつにぴったりです。中の材料をバナナ
やりんごに変更してもOKですよ♪
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去年も経験した子どもたち。
杵はやっぱり重たいけど頑張りました。
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野菜のケークサレ



義務教育学校

能勢町立能勢ささゆり学園は ２年目を迎えます。
全児童生徒４２８人
年度途中で１４人の仲間が増えました。

これからも豊かなフィールドを生かした学びを続けていきます。

11/24  歌垣山登山（１年生） 6/24  妙見山登山（２年生）

能勢の山に登り、自然に親しみ、四季を体感しました。
登った後はみんないい顔をしていました。

5～6月 大けやき（３年生） 9/9  大路次川（４年生）

校区探検で天王・西地区・東地区等、
町内を広く巡りました。

リフトからケーブルカーに乗り換えて下山。
初めて経験する子どもたちもいました。

大路次川で川遊びをしました。

10/6  稲刈り（５年生） 6/8  ささゆり種まき（環境美化委員）

種まき、田植えを経て稲刈りを体験しました。 5～９年生の委員による種まき。どんな花が咲く
のか楽しみに❣

前期課程（１～６年）２６６人
後期課程（７～９年）１６２人能勢ささゆり学園

令和5年4月



「ほっこり週間」でささゆり学園にお邪魔しました（1/23（月）～1/27（金））

「ほっこりチーム」のおばちゃんたちは年3回、能勢ささゆり学園にお邪魔しています。

今回も、寒くても元気に走り回りったり、授業に集中している子どもたちの姿を見ることが

できました。また、子どもたちから声をかけてもらえて、おばちゃんの心はほっこりほこほこに

なりました！これからも、温かく見守っていきたいと思っています。

💛おせっかいおばちゃんの子育てアドバイス💛

こんにちは。NEWSを読んでいたら、子どもの褒め方、叱り方についての記事を見つけてね、そ

ういえば子育て中にこれでいいのかと悩んだことがあったなぁと思い出しちゃった。子育て真っ最中のパ
パさんママさんに知ってほしくて掲載しますね！

神戸大学と同志社大学のチームが子どもの頃の褒められ方や叱られ方について、20歳から70歳未満の男

女にアンケートを実施し、約2,000人の回答を分析。

その結果、褒められ方については、親から「えらいね」と能力を褒められたりご褒美をもらったりした人よりも、

「頑張ったね」と努力の過程を評価する褒められ方の人のほうが進学先や就職先を自分の希望

に沿って決めるなど、自立心が高いことが分かったということです。

また、叱られ方について「どうしてできないの」と言われたり罰を与えられたりした人よりも「次は頑張ろう

ね」と励まされた人のほうが自立心や長期的な視点で物事を考える習慣などを養う上で、よい

影響をあたえることもわかったということです。

調査を行った神戸大学の西村和雄特命教授は「褒める時も叱る時も、過程を重視する声掛けが子ども

にとってプラスになることがわかった。いつも理想的な声掛けができるわけではないが、子どもた

ちの将来に影響する可能性があることを知って、子育てに生かしてほしい」と話しています。

2022/11/10 NHK NEWS WEBより

褒める時は「がんばったね。どうやってがんばったの？」、叱る時は「次はがんばろうね」と

励ますことが、自立心や自分の将来を考えて動く力を養うんだって！

言葉は魔法 になる。最高な褒め方、𠮟り方ができたらいいね❣

編集後記 こんにちは。まだまだ寒い日が続いていますがいかがお過ごしでしょうか。

家庭教育支援チーム「ほっこり」が活動を始めて６年が過ぎました。ほっこりの
メンバーは家庭訪問や学校訪問などを通じて、皆さんとのつながりを深め広めてきました。
そんな中、ほっこりチームは令和４年度、内閣府の「子供と家族・若者応援団表彰子育て家族
支援部門」の内閣総理大臣表彰を受彰しました。その賞はみなさんとのつながりの証である、
とても誇らしい賞です。
広報２月号に私たちの記事が掲載されております。ご覧いただけましたら幸いです。
これからも、家庭教育支援チーム「ほっこり」は皆さんとますますつながりを深め楽しく活動を
したいと思っております。よろしくお願いいたします。

能勢町家庭教育支援チーム「ほっこり」 ☎731-2150 家庭教育支援担当


